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10
日
、
北
と
ぴ
あ

で
日
本
軍
「
慰
安
婦
」

問
題
を
考
え
る
学
習

会
「
忘
れ
な
い
で
ハ
ル

モ
ニ
を
！
」（
新
婦
人

北
支
部
・
北
区
母
親
連

絡
会
主
催
）
が
開
か
れ
、

日
本
共
産
党
の
吉
川
春

子
元
参
院
議
員
が
講
演

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

吉
川
氏
は
、
歴
史
的

資
料
や
自
ら
の
調
査
に

基
づ
い
て
、
朝
鮮
や
ア

ジ
ア
の
女
性
が
大
量
に

日
本
軍
「
慰
安
婦
」
に

さ
れ
て
い
た
実
態
を
告

し
に
な
る
。
歴
史
を
直

視
し
、一
刻
も
早
い
『
慰

安
婦
』問
題
の
解
決
を
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

講
演
を
受
け
て
参
加

者
か
ら
も
質
問
や
意
見

が
相
次
ぎ
、
そ
ね
は
じ

め
前
都
議
は
「
女
性
の

み
な
ら
ず
男
性
の
人
権

も
問
わ
れ
る
問
題
。
私

自
身
も
問
題
解
決
に
全

力
を
つ
く
す
」
と
決
意

を
表
明
し
ま
し
た
。

日
本
維
新
の
会
の
橋

下
徹
共
同
代
表
（
大
阪

市
長
）
は
13
日
、「
慰

過去に目を閉ざしてはならない

荒川河川敷で水防訓練
河川の越水被害想定し、各機関が連携

日本軍「慰安婦」問題学習会 吉川春子元参院議員が講演

せ
ば
、
世
界
や
ア
ジ
ア

と
の
信
頼
関
係
は
台
な

中洲にとりのこされた避難者を救出する訓練

発言する、そねはじめ前都議会議員

「忘れないでハルモニを！」学習会の様子

発
。
日
本
共
産

党
な
ど
が
何
度

も
国
会
で
解
決

促
進
法
案
を
提

出
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
時

の
政
府
が
こ
と

ご
と
く
廃
案
に

し
て
き
た
経
過

も
し
め
し
「
過

去
に
目
を
閉
ざ

10日、荒川河川敷で、第 5消防方面・北区合同総合
水防訓練がおこなわれました。荒川が越水するという想
定の下で、区役所、東京消防庁、消防団、荒川下流河
川事務所、町会・自治会などが連携して防災や救助にあ
たる様子を見学させていただきました。（のの山けん）

安
婦
制
度
と
い
う
も
の

が
必
要
な
の
は
誰
だ
っ

て
わ
か
る
」
な
ど
と
発

言
。
米
軍
に
は
「
風
俗

業
」
の
活
用
を
す
す
め

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
人
権
を
踏
み

に
じ
る
橋
下
氏
の
暴
言

は
、
断
じ
て
許
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

断
じ
て
許
せ
な
い

「
慰
安
婦
は
必
要
」

橋
下
氏
が
暴
言



15
日
、
日
本
共
産
党

志
茂
・
赤
羽
後
援
会
の

「
下
町
散
策
」
企
画
に

参
加
し
ま
し
た
。
今
回

の
行
き
先
は
、
柴
又
・

帝
釈
天
で
す
。

総
勢
20
名
で
赤
羽
を

出
発
し
京
成
電
鉄
の
柴

又
駅
で
降
り
る
と
、
目

の
前
に
「
寅
さ
ん
」
の

像
が
出
現
、
私
た
ち
を

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

散策行程

日本共産党志茂・赤羽後援会 「下町散策」

ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
導
か

れ
、
懐
か
し
さ
が
に
じ

む
参
道
を
進
む
と
、
す

ぐ
に
帝
釈
天
に
到
着
。

目
も
く
ら
む
彫
刻

に
引
き
込
ま
れ

帝
釈
堂
の
彫
刻
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
は
、
大
正
か

ら
昭
和
に
か
け
て
彫
ら

れ
た
と
い
う
彫
刻
が
ズ

ラ
リ
。
厚
さ
20
㌢
の
欅

（
ケ
ヤ
キ
）
板
か
ら
彫

り
出
さ
れ
た
精
巧
緻
密

な
人
や
動
物
、
自
然
の

姿
に
、
思
わ
ず
引
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

続
く
寅
さ
ん
記
念
館

と
山
田
洋
次
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
で
は
、
愛
す
べ
き

寅さんの街を行く柴又
帝釈天

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
昭
和

の
テ
イ
ス
ト
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

江
戸
川
の
堤
防
か

ら
矢
切
の
渡
し
を
眺
め
、

和
洋
の
建
築
が
複
合
し

た
豪
邸
「
山
本
亭
」
を

見
学
し
て
帰
途
に
着
き

ま
し
た
。

久
々
に
「
寅
さ
ん
」

を
観
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
の
の
山
け
ん
）

帝釈天に向かってにぎやかな参道を歩く

柴又駅前にたたずむ寅さん見事な木彫りに思わず息を飲む

柴
又
駅
→
帝
釈
天
参
道
→
帝
釈
天（
大
庭
園
・
彫

刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）→
寅
さ
ん
記
念
館
→
山
田
洋
次

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
→
江
戸
川
堤
→
山
本
亭


